
出土木製品に残る
劣化痕跡の解析（Ⅱ）
-奈良県桜井市小立古墳出土｢木製祭祀具｣とその他の木製品について-

酒井温子 ! )・村上薫史2 )・橋本輝彦2 )・今津節生3）

●
●キーワード：出土木材(waterloggedwood),劣化(degradation),祭祀具(objectforreligiousservice)

屋外で士に差し込んで立てられていた木製品があった」

という推定は，より確かなものとなった。

今回は，小立古墳出土の木製品について，樹種の鑑定

と劣化痕跡の観察を行い，古墳の周濠から出土する木製

品の用途について，さらに考察を行った。

なお，本報の一部は，日本文化財科学会第１８回大会

(奈良市,２００１年６月）で発表した。

１ ° は じめに

古墳の周濠で発見される木製品の中には，祭祀具と考

えられるものが含まれている。しかし，その用途につい

ては，不明な点が多く残されている。

第１報（酒井・今津・西藤:1997)では，奈良県橿原

市四条ｌ号墳（５世紀末，方墳）出土の木製祭祀具につ

いて，劣化痕跡から，長期間屋外に設置されていたもの

と，短期間だけ使用されたものがあると考察した。

その後，２０００年三重県松阪市宝塚ｌ号墳（５世紀初

頭前方後円墳）から出土した船形埴輪には，その船上

に太刀，威杖，石見および笠が立った状態で飾られてお

り，祭祀具の設置状況のｌ例が明らかになった。

同じく２０００年，奈良県桜井市で水田の下から５世紀

後半の帆立貝式前方後円墳が発掘され，小立古墳と命名

された。丘陵に囲まれた谷あいにあり，土砂の流入によ

り，自然に埋まったとみられている。この古墳の周濠か

らは，多数の木製祭祀具が発見された。また，墳丘上で

は，図ｌに示すように円筒埴輪と並んで加工木が土に立っ

た状態で発見され，木製品の基部と考えられた。本来ど

のような形状の木製品であったかは不明であるが，この

発見により，第１報の考察の一部，すなわち，「長期間

２．材料と方法

今回の検討には，試料として次を使用した。

①墳丘上で円筒埴輪と列を成して立っていた加工木
のうちの４点

②周濠で発見された大型の木製品のうちの６点（石

見型木製品２点，盾形，靱形，太刀形および有孔

板状木製品各１点）（図２）

③周濠で発見された②以外の木製品あるいは加工木
のうちの２７点

出土遺物の詳細については，発掘調査概報を参照され

たい（(財）桜井市文化財協会:2002)｡

以上の試料の内で，①②については，樹種の鑑定と劣

化痕跡の観察を行った。また，③については，小型で試

片の採取が制限されるものや，木製品の表面の大半が焼

')奈良県森林技術センター〒635-0133奈良県高市郡高取町吉備１

２)桜井市教育委員会〒633-0074奈良県桜井市大字芝58番地の２

３)奈良県立橿原考古学研究所〒634-0065奈良県橿原市畝傍町１番地
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I J l小立古墳(A)と墳丘に立った状態で発見された加T* (B矢印）
Fig.１Kodachitomb(A)andapiccGofanwoodenobjectremainedstandingonthemound(Barrow

けて焦げているもの，木製品の断片で本来の形状が不明

のもの等は，劣化観察に不適と判断し，樹種の鑑定のみ

を行った。

観察用試片は，①については，発掘直後，墳丘'２で加

工水のもっとも|宝部から，②については，保仔処理施投

に搬入直後に木製品の２カ所から，③については(２と|,1

じ時期に任意の位置で１カ所から，一辺が約５mmの

立方体で採取した。この際破断面等を利用して，水製

品を新たに傷つけないよう心がけた。次いで，カミソリ

刃により木I｣面，まさ目面および板目面の切片を作成し，

光学顕微鏡で観察を行った。

劣化痕跡の観察項目は，表ｌに示したとおりである。

表ｌの詳細な解説については，第１報を参照されたい。

ただし，②の試料の多くに焼けて焦げた形跡があり，目

やせについては正確な情報が残っていない１１１能性があっ

たため，今|'ilは観察項ｕから除外した。

３．結果と考察

３．１墳丘上で発見された加工木の樹種と劣化痕跡

水口IWi,まさ目面および板目1mの光学顕微鏡写真を図

３に示す。木材糸ll織の構成が，仮道管と放射柔細胞から

なり，分野壁孔が窓状であることから，４点ともコウヤ

マキと同定された。コウヤマキは，日本産針葉樹材の中

でもっとも耐朽性が高い樹種の１つである。

劣化痕跡については，加工木のもっとも上部において，

まさ目面で，図４Aに示すように，細胞壁にバクテリ

アによる分解跡が観察された。バクテリアによる木材の

分解は，酸素が欠乏する土壌中や水中で徐々に進行する

ため，出土木材の表層部にごく一般的に観察される。

また|Xl4Bに示すように，まさ目面で直径が数〃ｍ

の菌糸も観察された。一般に木材内部で観察される直径

が数似ｍの菌糸には，批ｆ･菌に属し木材の細胞壁を分

解する木材腐朽菌と，子襄菌や不完全菌等に属し木材を

変色させるカビが該当する。いずれも生育するのに水と
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IxI2周濠で発見された木製品のうちで，樹樋と劣化痕跡の観察を行った祭'liun:
A : 石見型水製品（全瞠 1 . 3 m ) B : 石見型水製品（乍艮 1 . 3 m )
C : 屑 形 木 製 姑 （ 全 腫 1 . 3 m ) D : 靱 形 木 製 品 （ 乍 長 l . ２ m )
E : 太刀形木製品（乍瞠1 . 8 m ) F : 有孔板状水製品（宅長 l . 0 m )

Sixwoodenobjcctsfoundfromthcmoatwhichwereobservcdtodecidethespcciesandthecauseof
A:Thcobjectnamed"iwami".Theheightis１.３m.
B:Thcobjectnamed"iwami'!.Thcheightis１.３m.
C:Thcobjectshapedlikeashield.Thehcightis１.３m
D:Thcobjecishapedlikcabaglhatholdsarrows.Theheightisl２m.
E:ThcobjectshapedlikcalongswordThcheightisl .８m.
F:ThcboardwithahoIc・Theheightis１.０m.

Fig.２ degradation
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表１木材の劣化
Tab le lDegradat ionofwood

’劣 化 の 特 徴
Characterofdegradation現象

Ｅｆｆｅｃｔ

環 境

Ｅｎｖｉｒｏｌ〕ｍｅｎｔ

原 因

Ｃａｕｓｅ 光学顕微鏡による観察の場合
Microscopicobservation

肉眼観察の場合
Ｖｉｓｕａｌｏｂｓｅｒｖａｔｌｏｎ

早材部の細胞の落ち込み紫外線十乾・湿（雨。晴れ）の繰
レ１，r一、／ 返 し

Ｉｒｒａｄｉａｔｌｏｎｏｆｕｌｔｒａｖｌｏｒｅｔａｎｄ
ロ 戸 ■rｅｐｅａｔｌｎｇｏｔｒａｌｎａｎｄｔｌｎｅ

ｗｅａｔｈｅｒ

日光と雨の当たる所 目やせ

Iｊｎｅｖｅｎｓｕｒｆａｃｅ

木材表面の凹凸

Ｕｎｅｖｅｎｓｕｎｆａｃｅ C o l l a p s e o f c e l l w a l l s o f
ea r l ywood

ＥｘＤｏｓｅｄｔｃｓｕｎｓｈｉｎｅａｎｄ
ｒａｌｎ

菌糸
Hypae

カビ（不完全菌など）
Mｉｌｄｅｗ

変色
Ｄｉｓｃｏｌｏｒａｔｌｏｎ

変色
Ｄｉｓｃｏｌｏｒａｔｌｏｎ

菌糸、および細胞壁に菌糸に
よる穴や浸食跡
ＨｖＤａｅ，ａｎｄｈｏｌｅｏｒｅｒｏｓｌｏｎ
b y h y p a e i n c e l l w a l l s

腐 朽

Decay

水と酸素が十分にある所 木材腐朽菌（担子菌）

Fungi

脆弱、へこみ

Tenderness,
depressionE x i s t i n g O f e n o u g h w a t e X

andoxygen
直径Imm以上の穴
Hｏｌｅｏｆｍｏｒｅｔｈａｎｌｍｍｌｎ
ｄｉａｍｅｔｅｒ

虫（シロアリ、キクイムシなど）
Insect(termiteetc.)

直径1mm以上の穴
Ｈｏｌｅｏｆｍｏｒｅｔｈａｎ
ｌｍｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒ

ｅ
ｌ

穴
恥

細胞壁にセルロースミクルブ
ィブリルに沿った斜めの穴
Cav i t i e s a l ongm i c ro
ｆｉｂｒｉｌｉｎｃｅｌｌｗａｌｌｓ

水が多く酸素がやや少ない
一 言

ﾉﾂ「
E x i s t i n g o f e n o u g h w a t e l

０ ｑ ０ 勺aｎｄａｌｌｔｔｌｅｏｘｙｇｅｎ

軟腐朽菌

So f t r o t f u n g i

腐 朽

Decay

脆弱、へこみ

Tenderness,
depression

水が多く酸素がかなり少な
い所
Ex is t ingofenoughwater

， 虹 ■

aｎｄｌｌｔｔｌｅｏｘｙｇｅｎ

細胞壁に微細なトンネルや浸
食跡
Ｓｍａｌｌｔｕｎｎｅｌｌｏｒｅｒｏｓｌｏｎ
ｌｎｃｅｌｌｗａｌｌｓ

腐 朽

Decay

脆弱、へこみバクテリア

Bａｃｔｅｒｌａ Ｔｅｎｄｅｒｎｅｓｓ
depression
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Ⅸ'３噛丘に立った状態で発見された加工水の光学顕微鏡写真

A : / k l 1 面 B : ま さ 目 面 C : 板 I 1 而
Fig.３MicrographsofthreedimelmsionalsGctionsofapieceofanwoodenobjectremainedstandingonthemound

A : C r o s s s e c t i o nB : R a d i a l s e c t i o nC : T a n g e n t i a l s e c t i o n
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区１４墳丘に立った状態で発見された加工木に観察された劣化ｿ良跡
A:バクテリアによる細I制壁の分解跡B:木材腐朽菌もしくはカビの菌糸

Fig.４MicrographsofdegradationobServedatapieceofanwoodenobjectremainedstandingonthemound
A:Degradat iontracesbybacter iaB:Hyphaeoffungiormi ldew
Bars:２５"m

表２墳丘上で発見された加工木の樹種と劣化痕跡
Table2SpeciesanddegradationofpiecesofwoodenobjectsremainedstrandingonthemoundshowedatFig.lB

光学顕微鏡による観察結果』》
ResultsofObservationUsinganOI･dillaryMicroscope木 製 品

WoodenObject
樹 種
SpeCieS

観察位置
Ｐｏｉｎｌｏｆ
Ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ バクテリアによる分解跡

DegradationbyBacteria
軟腐朽菌による分解跡１木材腐朽菌あるいはカビの菌糸
DegradationbySofiRotlHypllacofFullgiorMildew
Fullgi

墳斤上の加工木
Thepieceoftllewooden
ob j e c l f o u '１don l l ' e
ｍｏｕｎｄ

コウヤマキ２）
K o u y a m a k i
ｗｏｏｄ

上部
The toPo f
thepiece

１
○ ○

○ ○陽 〃

○ ○３ 「Ｉ 〃 〃

○ ○４ 〃 〃 〃

○印は、顕著に観察されたことを示す。MarkOmeansthattl'ecl'aracterwasobscrvedremarkably
此』α‘"『"ve"ic"/""Sieb・etZucc．

ｌ）
２）

酸素を必要とする。観察された菌糸は，細胞内腔を繊維

方向に走行しているだけではなく，壁孔を通って，ある

いは，細胞壁に孔を開けて隣の細胞に侵入しているもの

(図４Bの矢印）もあった。一部の菌糸にはクランプが

観察され，木材腐朽菌と同定できたが，多くの菌糸には

収縮等の劣化が生じており，両者を区別して取り扱うこ

とができなかった。

発掘時，この加工木の周囲の土は，青灰色を呈してい

た。青灰色の上壌は，嫌気状態で酸素が欠乏しているこ

とを示している（油井・今津・仁王:1994)。この中で

は，一部のバクテリアは活動することができるが，木材

腐朽菌やカビは活動できない。したがって，この加工木

6９



くは地際で土と接触していた可能性が高いと判断して，

水製品の設置状況を推定した。
この６点の!|'で，屑形水製品と靱形水製品については，

劣化痕跡からｆとｈの位置が下側でｔに接していたと推

定された。一方，この推定は，他の情報に基づく設侭状

況の推定，たとえば，靱形木製品の中央に開けられた支

柱のほぞ孔の傾き，靱形木製品に彫刻された矢の模様，

盾形水製品の過去の出士例の形状（上辺よりも下辺が長
い）から推定される設置状況といずれも一致した。

太ﾉj形木製品は，劣化痕跡から，刃先を土に差し込ん

だ状態で立てられていたと推定されたが，この推定は，

二亜県松阪市宝塚１号噴出土の船形埴輪上の太刀と，設

置状況が同じであった。

また，有孔板状水製品は,1の部位で軟腐朽1糸iによる

分解跡（図６）が確I漁されたことから，その部位をﾄﾞに

して上に差し込まれていたと推定された。丸い穴には，

発掘当時，長さ約２mの円柱の棒が差し込まれていた

ことから，たとえば，柵のような用途が考えられる。

石見型木製品２点からは，もっとも下部のｂとｄで，

は，墳丘上で，地際か，もしくは浅い地中に位置し，木

材腐朽菌による劣化で地ｋ部分と分離し，その後MI!没し

て，バクテリアによる分解を受けたと推定された。

以上の特徴は，加工水４点に共迪していた。

３．２周濠で発見された大型の木製品の樹種と劣化痕跡

図２に示した６点については，樹種鑑定の結果，３．１

で説明した加工水と同じく，いずれもコウヤマキと同定

された。

また，各木製品についてそれぞれ２カ所で光学顕微鏡

による観察を行ったところ，たとえば図５に盾形水製品

の場合を示したように,eの位置では菌糸が見られない

が,fでは菌糸が多数確認された。このような観察位置

による特徴を，細胞壁のバクテリアによる分解跡，蚊腐

朽lﾈiによる分解跡，および菌糸に注|Ｉして，衣３にまと

めた。さらに，！炊腐朽菌による分解跡あるいは菌糸が多

数観察される位悩は，これらの微生物の活動に適した状

態すなわち，木材の含水率が繊維飽和点（約３０％）

以上でかつ酸素が仔在する時期が長期間継続していたこ

とを意味するので，土に浅く埋め込まれていたか，もし

Ix1５斫形木製11,1]に観察された劣化浪跡
A : I x I 2におけるｃの位悩 .B : I x I 2におけるfの位 i慨

Fig.５Micrographsofdcg1-adalionobserl℃dattheobjectshapedlikeashield
A :Micrographa lpo intc infig .2 .XoHyphaewereobserved ,
B:Micrographatp() intf inf ig .2 .AIotofHyphaewel･cobserved.
Bars :５0"m
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表３周濠で発見された大型の木製品の樹種と劣化痕跡
rable3Speciesanddegradationofbigwoodenobjectsfoundfromthemoat

光学顕微鏡による観察結果。）
ResultsofObservationUsinga''Ordi'1alyMicroscope１）

観 察 位 置
P o i n t o f
ObseIvatioIl

木 製 品
WoodellObject

樹 種
Species

備 考
Notesバクテリアに：軟腐朽菌によＩ木材腐朽菌あるい

よ る 分 解 跡 ｉ る 分 解 跡 ｉ は カ ビ の 菌 糸
DegradatiolliDegradatiollby#HyphacofFullgi
byBaCteriaiSOfiRotFullgi:orMildew

○ａ
石見型木製品
Tlleobjectllamed''iwami"

コゥャマキ3）
KouVamak i
ｗｏｏｄ

１
ｂは土に接触
Ｐｏｉｎｔｂｈａｄｃｏｌ'tactedwiththesoil

○
’
○

ｒｌｂ

Ｃ
-
０
ｄ

〃 〃

ｄは士に接触
Pointdhadcontacledwilhthcsoil

○ ｢̅､

○ｅ

盾形木製品
Tllcobjectsllapedlikea
shield

３ 1１

fは土に接触
Pointfhadconlactedwiththesoil

○ｆ

○
一
○

９

靱形木製品
Theobjectsllapedlikea
bagthathOldsalTows

４ 〃

○ ｈは土に接触
Pointhhadcolltactedwilhthesoil

ｈ

○１

太刀形木製品
Theobjectshapedlikea
1011gsword.

５ 〃

jは土に接触
Pomtjhadcontactedwiththesoil

○ ○Ｉ

○ｋ
有孔板状木製品
Ｔｈｅｂｏａｒｄｗｉｔｈａｈｏｌｅ

６ 〃

○ ○ lは土に接触
Poilltlhadcont“tedwithtllesoil

○

１）観察位置ａ～ｌは図２を参照。Poi,,tsa～lareshowedatFig､２-
２）○印は、顕著に観察されたことを示す。MarkOmeanstl'atdnecl'aracterwasobservedremarkably
３）此/α〔趣)r"ve"rcｊ"""Sieb・etZucc．

蕊

§蕊

図６有孔板状木製品のｌの位置で観察された軟腐朽菌による分解痕跡
Fig.６Micrographofdegradat iontracesbysoftrotfungiobservedatpoint lofthe

Bar :２５"m
lof theboard w i t h a h o l e
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菌糸が多数観察され，この部分を土に差し込んで立てら

れていたと推定された。石見型木製品は，墳丘上に残さ

れていた加工木（図lB)と大きさや木取りの点で類似

していることや，墳丘を囲うように周濠内で１３点も発

見されたことから，加工木の地上部分であった可能性が

ある。ただし，石見型木製品の下部と墳丘上の加工木の

上部はいずれも劣化が著しく，両者の接合箇所は確認で

きなかった。

以上の６点の木製品には，全ての観察位置でバクテリ

アによる分解跡も観察された。周濠の中に落ちてから発

掘されるまでの間に，バクテリアによる攻撃を受けたと

考えられる。

なお，第１報で報告した四条ｌ号墳出土の木製祭祀具

の多くには，軟腐朽菌による分解跡が観察され，この分

解跡が祭祀具として使用されていた時期に土に埋められ

ていた部位を特定する根拠となった。しかし，今回，小

立古墳出土の木製祭祀具には軟腐朽菌による分解跡はｌ

の位置でしか観察されず，一方，上述したようにいくつ

かの位置で菌糸が観察された。軟腐朽菌は，酸素要求度

が低く，水が多く酸素がやや少ない土壌でも活動できる

が，木材腐朽菌やカビは，酸素要求度が高いために，水

と酸素が両方とも十分に必要である。したがって，木製

品が同じように土に接していても，水はけの良否で活動

する微生物が異なるので，「木製品が土に接していたか

どうか」の判定に際しては，今後も，軟腐朽菌による分

解跡と菌糸の両方に注目する必要がある。

３．３周濠で発見されたその他の木製品および加工木の

樹種

表４に示すように，様々な樹種が確認された。

古代より日本では木材は適材適所で利用されてきたこ

とが，多くの研究で明らかになっている（たとえば，島

地・伊東:1988)。ミズメで作られた弓や，サカキで作

られた手斧の柄は，その良い例といえるが，古墳の周濠

で発見されたこれらの木製品が，実用的なものであった

かどうかは明らかではない。

また，今日までの古墳の周濠からの出土例と樹種の関

係（奈良県立橿原考古学研究所附属博物館:2000)から

推定すると，コウヤマキで作られた板状木製品（図７）

等は，墳丘上に長期間置かれた木製祭祀具の一部であっ

た可能性がある。ヒノキ科で作られた格子状木製品（図

８），礎盤状木製品，槽形木製品等については，四条ｌ

号墳出土の權形木製品等もヒノキ科であったことから，

儀式など短期間の使用の木製祭祀具であった可能性も否

定できない。
一方，巨大な柱状木製品はクスノキであったか，クス

ノキは香木で耐朽性も高い。また，ユズリハは，「枕草

子」に「亡くなった人の霊に供える食物の下に敷く」と

いう記述があり，また，古くから「親から子に讓る」と

表４周濠で発見されたその他の木製品および加工木の樹種
Table4SpeciesofwoodenobjectsfoundfromthemoatexceptobjectsshowedatTable３

木 製 品 ’ 樹 種 備 考

カバノキ科
サカキ
ヒノキ科
ヒノキ科
ヒノキ科
ヒノキ科

〃

〃

弓
手斧の柄
格子状木製品
堀棒？
礎盤状木製品
槽形木製品

〃

〃

横槌形木製品
笠形木製品？
板状木製品

〃

〃
〃

擢形木製品
柱状断片
柱状木製品
柱状断片

〃

柱状木製品
〃
〃

ノノ
〃
〃

〃
〃

おそらくミズメ。桜皮で巻く１
２
３
４
５
（
ｂ
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
，
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
-
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

モミ
コウヤマキ
コウヤマキ

〃

〃
〃

ユズリノ、？
〃

アカガシ亜属
〃

〃
コウヤマキ

〃
〃

モミ
モミ
モミ
ヒノキ科？
クスノキ

著しく焦げている

樹皮つき

太い、節あり
太い、節あり
杭？焦げている
細い
細い
ほぞ加工あり、大きい
劣化が著しい
巨大
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図７板状木製品（全長 0 . 5 m )
F i g .７Ap i e c e o f a bo a r d .

Note :The length isO .5m

…

霊鋳霧鍵譲議鴬騨

図８格子状木製品（全長1.9m×１６m)
Fig.８Theobjectmadelikealattice.

Note:Thelengthis1.9mandthewidthis1.6m

いう意味を持つ木である。古代の人がこれらの樹種を意

図的に利用して祭祀具を作った可能性もあり，今後も，

古墳の周濠で出土する木製品の樹種や劣化痕跡の調査を

継続することで，古墳時代の祭祀に関わるさらなる考察

が可能になると思われる。

よい，すなわち，それらの時期にバクテリア等による著

しい劣化を受けていない」ならば，「光学顕微鏡による

観察で好気的な木材腐朽菌もしくはカビの菌糸と軟腐朽

菌による分解跡に注目」することで，「木製品として使

用されていた時に士に接していたか否か」の判定が可能

であった。また，肉眼による木製品の全体的な劣化状況

の観察，腐朽による木材の損失量，日光と雨による目や

せの発生等も考え合わせると，木製品の用途についてさ

らに詳しい考察が可能な場合もあった。

以上の検討で得られた劣化痕跡と樹種から，古墳から

出土した木製祭祀具は５グループに分類することができ

たca～ｃは耐朽性の高いコウヤマキ,dは様々な樹種

が使用されていた。

a:木製品の下部が長期間土に埋め込まれて立てられ

ていたと推定されるもの。小立古墳および四条１号

４ ° ま と め

第１報の四条ｌ号墳出土の木製祭祀具５点に続いて，

奈良県天理市上の山古墳出土の板状木製品（盾形木製品）

1点（酒井：1996)，奈良県天理市小墓古墳，御墓山古

墳，奈良県橿原市四条２および７号墳出土の木製品１１

点（酒井:2000),さらに本報の小立古墳出土の加工木

4点，祭祀具６点について，試片を採取し光学顕微鏡に

よる劣化痕跡の観察を行ってきた。その結果，現在のと

ころ，「針葉樹材」で「埋没条件や発掘後の保管条件が

７３



墳出土の石見型木製品などが該当する。

:木製品の下部が長期間土に接した状態で立て掛け

られていたと推定されるもの。小立古墳出土の盾形

木製品および靱形木製品が該当する。
i士に接せずに長期間屋外に置かれていたと推定さ

れるもの。四条ｌ号墳出土の傘形木製品，烏形木製

品などが該当する。これらは，たとえば支柱の上に

差し込まれていたと考えられる。

d:短期間だけ使用されたと推定されるもの。たとえ

ば儀式での使用が考えられる。四条１号墳出土の火

切り臼や權形水製品，小立古墳出土の弓もこのグルー

プに該当すると推定される。

e:用途不明のもの。ただし，今後，調査事例が増え

れば，現在はｅに属する木製品もａ～ｄもしくは新

ｂ

（

たなグループに再分類できる可能性がある
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AnalysisofDegradationObservedat
WaterloggedWoodenObjects(n)
TheUsesofWoodenObjectsFoundfromKodachiTomb

HarukoSAKAI１),MasafumiMURAKAMI２),TeruhikoHASHIMOTO2),andSetuolMAZU;I)
')NaraForestResearchlnstitute,Kibi,Takatori-cho,Takaichi-gun,Nara635-0133,Japan
')SakuraiCityCenterforArchaeologicalOperation,５８-２Shiba,sakurai-shi,Nara633-0074,Japan
I)KashiharaArchaeologicallnstitute,Unebi-cho,Kashihara-shi,Nara634-0065,Japan

Followingthepriviousreport,waterloggedwoodenobjectswereobservedusinganordinary

microscope. Inthisreport ,sampleswereobjectsfoundfromKodachitombshowedatFi9.1A.

Theywe r e showeda t F i g . l B and２ ,wh i chwe r e t hough t t obeused fo r r e l i g i o u s se r v i c e .

AttentionsforobservationweresummarizedinTablel .

TheresultsweresummarizedinTable２and３.

Thedegradat iontracesbybacter iaandalotofHyphaeoffungiormi ldewwereobservedata

pieceofanwoodenobjectremainedstandingonthemound.ThemicrographsareshowedatFig.

４．

Thedegradationtracesbybacteriawereobservedatpointsa～lonsixwoodenobiectsfound

fromthemoat .A lo tofHyphaeoffung iormi ldewwerea l soobservedatpo in tsb ,d , f , h , j and

lonthem.ThemicrographsareshowedatFi９.５.Thedegradationtracesbysoftrotfungiwere

foundatpoint l ,showedatFig.６.

Somekindsofbacter iadonotneedoxygenforgrowth .Butso I trotfungi , fungiandmi ldew

needwaterandoxygenforgrowth.Theexistenceoftheseaerobicmicroorganismsmeansthat

therehasbeenenoughairandwater inthepartofthewood.Themoisturecontentoughttobe

morethan３0%.Therefore,itissuggestedthatthepartofthewoodenobjectwheretheseaerobic

microorganismshadbeenactive,hadbeencontactedwiththesoil.

Bytheseobservationsandsuggestions,theancientsituationsofthewoodenobjectsonthe

moundweremadeclear.
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